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〈交通〉名鉄犬山線「扶桑駅」下車、西へ徒歩約１０分
●公共交通機関のご利用に、ご協力をお願いします。

至名鉄名古屋・伏見

■会　場：扶桑文化会館　　■主　催：扶桑町・扶桑町教育委員会
■入場料【全席指定】：一般／S席4,500円　A席4,000円
　　　　　　　　　　扶桑文化会館友の会会員／S席4,200円　A席3,700円
    ※友の会会員価格の取扱は、扶桑文化会館の窓口・電話受付のみで、会員証１枚につき１枚までとなります。
    ※車イスでご来館の方は、チケットをお求めの際にお申し出ください。
    ※未就学児の入場はご遠慮ください。
■チケット取扱開始
　〇扶桑文化会館／《扶桑文化会館友の会会員》11月30日（土）
　　　　　　　　　《一　般》12月7日（土）
    ※電話予約も承ります。但し、取扱枚数に制限があります。

　〇チケットぴあ／12月7日（土）　午前10時より：Ｐコード（５３０－３４１）
    ※チケットぴあで予約したチケットの引き取り・直接購入窓口は、チケットぴあ、セブンイレブン、お近くの中日新聞販売店
　　 （一部店舗を除く）となります。

いずれも午前9時より

令和７年

３月１４日㈮
開演：午後２時００分
           （午後１時３０分開場）
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『
入
間
川
』

い
る    

ま    

が
わ

『
六
地
蔵
』

ろ
く    

じ    
ぞ
う

『
柑
子
』

こ
う    

じ
時
代
を
超
え
て
息
づ
く
美
学
。洗
練
さ
れ
た
笑
い
が
織
り
な
す
心
豊
か
な
和
楽
の
世
界
。



演目とあらすじ
『
入
間
川
』い
る
ま
が
わ

　

長
ら
く
都
に
来
て
い
た
遠
国
の
大
名
が
、太
郎

冠
者
を
連
れ
て
本
国
へ
帰
る
途
中
、入
間
川
に
行

き
当
た
る
。そ
こ
で
出
会
っ
た
入
間
に
住
む
男
が

「
そ
こ
は
深
い
！
」と
止
め
る
の
も
聞
か
ず
、川
を

歩
い
て
渡
ろ
う
と
し
た
大
名
は
、深
み
に
は
ま
っ
て

ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。昔
か
ら
入
間
で
は

「
入
間（
い
る
ま
）様（
よ
う
）」と
言
っ
て
逆
さ
言

葉
を
使
う
は
ず
だ
と
怒
っ
た
大
名
は
、男
を
成
敗

し
よ
う
と
す
る
が…

。

　

逆
さ
言
葉
に
よ
る
セ
リ
フ
の
や
り
と
り
が
面
白

い
作
品
で
す
。入
間
川
は
現
在
も
埼
玉
県
南
西

部
を
流
れ
る
川
。狂
言
に
は
珍
し
く
、関
東
を
舞

台
に
し
て
い
ま
す
。

 『
柑
子
』こ
う
じ

　

太
郎
冠
者
は
、昨
晩
主
人
か
ら
預
け
ら
れ
た
、

土
産
物
の
珍
し
い
三
つ
成
り
の
柑
子（
み
か
ん
の

一
種
）を
持
っ
て
く
る
よ
う
催
促
さ
れ
る
が
、実
は

す
で
に
三
つ
と
も
食
べ
て
し
ま
っ
て
い
た
。一
つ
一
つ

言
い
訳
を
す
る
う
ち
だ
ん
だ
ん
調
子
に
乗
っ
て
き

た
太
郎
冠
者
は
、つ
い
に
は
鬼
界
ヶ
島
に
取
り
残

さ
れ
た
俊
寛
の
話
ま
で
引
き
合
い
に
出
し…

。

　

小
品
な
が
ら
、柑
子
を
食
べ
る
リ
ア
ル
な
表
現
、

平
家
物
語
を
ひ
い
た
語
り
な
ど
見
ど
こ
ろ
の
多
い

佳
作
で
す
。太
郎
冠
者
の
凝
っ
た
言
い
訳
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

 『
六
地
蔵
』ろ
く
じ
ぞ
う

　

田
舎
者
が
地
蔵
堂
に
六
体
の
地
蔵
を
安
置
し

よ
う
と
都
に
仏
師
を
探
し
に
い
く
。す
る
と
徒
者

（
い
た
ず
ら
も
の
）の
す
っ
ぱ（
詐
欺
師
）が
声
を
か

け
て
き
て
、自
分
こ
そ
が
真
の
仏
師
で
あ
る
と
偽

り
、翌
日
ま
で
に
六
地
蔵
を
つ
く
る
約
束
を
し
て

田
舎
者
と
別
れ
る
。す
っ
ぱ
は
仲
間
を
呼
び
出
し
、

地
蔵
に
化
け
て
田
舎
者
を
だ
ま
す
こ
と
に
す
る
。

さ
て
翌
日
、田
舎
者
が
地
蔵
を
受
け
取
り
に
や
っ

て
来
る
と
、地
蔵
は
三
体
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。

も
う
三
体
は
ど
こ
に
と
問
う
と…

。

　

演
者
が
所
狭
し
と
舞
台
を
駆
け
回
る
賑
や
か
な

作
品
で
す
。す
っ
ぱ
は
田
舎
者
を
だ
ま
し
通
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
。本
舞
台
と
橋
掛
り
を
上
手
く
使
っ

た
、狂
言
な
ら
で
は
の
表
現
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。

野
村　

万
作
（
の
む
ら　

ま
ん
さ
く
）

1
9
3
1
年
生
。重
要
無
形
文

化
財
各
個
指
定
保
持
者（
人
間

国
宝
）、文
化
功
労
者
。祖
父・故

初
世
野
村
萬
斎
及
び
父・故
六
世

野
村
万
蔵
に
師
事
。早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。「
万

作
の
会
」主
宰
。軽
妙
洒
脱
か
つ
緻
密
な
表
現
の
な
か

に
深
い
情
感
を
湛
え
る
、品
格
あ
る
芸
は
、狂
言
の
一

つ
の
頂
点
を
感
じ
さ
せ
る
。国
内
外
で
狂
言
普
及
に
貢

献
。ハ
ワ
イ
大・ワ
シ
ン
ト
ン
大
で
は
客
員
教
授
を
務
め

る
。狂
言
の
技
術
の
粋
が
尽
く
さ
れ
る
秘
曲『
釣
狐
』

に
長
年
取
り
組
み
、そ
の
演
技
で
芸
術
祭
大
賞
を
受

賞
し
た
ほ
か
、紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、日
本
芸
術
院
賞
、

松
尾
芸
能
賞
、紫
綬
褒
章
、坪
内
逍
遥
大
賞
、朝
日

賞
、旭
日
小
綬
章
、中
日
文
化
賞
、ジ
ャ
パ
ン・ソ
サ
エ

テ
ィ
賞
等
多
数
の
受
賞
歴
を
持
つ
。『
月
に
憑
か
れ
た

ピ
エ
ロ
』『
子
午
線
の
祀
り
』『
秋
江
』『
法
螺
侍
』『
敦

│
山
月
記・名
人
伝
│
』等
、狂
言
師
と
し
て
新
た
な

試
み
に
も
し
ば
し
ば
取
り
組
み
、現
在
に
至
る
狂
言
隆

盛
の
礎
を
築
く
。近
年
で
は
、「
楢
山
節
考
」の
再
演
に

取
り
組
み
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。『
狂
言
を

生
き
る
』（
朝
日
出
版
社
）を
刊
行
。

野
村　

萬
斎
（
の
む
ら　

ま
ん
さ
い
）

1
9
6
6
年
生
。祖
父・故
六
世

野
村
万
蔵
及
び
父・野
村
万
作
に

師
事
。重
要
無
形
文
化
財
総
合

指
定
保
持
者
。東
京
芸
術
大
学

音
楽
学
部
卒
業
。「
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
」主
宰
。国
内

外
で
多
数
の
狂
言・能
公
演
に
参
加
、普
及
に
貢
献
す

る一方
、現
代
劇
や
映
画・テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
演
、舞
台

『
敦
―
山
月
記・名
人
伝
―
』『
子
午
線
の
祀
り
』能
狂

言『
鬼
滅
の
刃
』『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』な
ど
古
典
の
技
法
を
駆

使
し
た
作
品
の
演
出
で
幅
広
く
活
躍
。現
在
の
日
本
の

文
化
芸
術
を
牽
引
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ひ
と
り
。

現
代
に
生
き
る
狂
言
師
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通

し
狂
言
の
在
り
方
を
問
う
て
い
る
。芸
術
祭
新
人
賞・

優
秀
賞
、芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、朝
日

舞
台
芸
術
賞
、紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、毎
日
芸
術
賞

千
田
是
也
賞
、読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
、

2
0
2
4
年
5
月
坪
内
逍
遥
大
賞
等
を
受
賞
。石
川

県
立
音
楽
堂
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。東
京
藝
術
大
学
客
員
教
授
。

石
田　

幸
雄
（
い
し
だ　

ゆ
き
お
）

1
9
4
9
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。重
要
無

形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。す
で
に
数
多
く

の
優
れ
た
舞
台
歴
を
持
つ
野
村
家
の
重
鎮
。大
曲

の『
三
番
叟
』『
釣
狐
』『
花
子
』を
す
で
に
初
演
。

国
内
外
で
狂
言
・
能
公
演
に
多
数
参
加
、普
及
に

貢
献
し
て
い
る
。主
宰
し
て
い
た「
雙
ノ
会
」で
芸

術
祭
大
賞
、個
人
で
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学

能
楽
賞
受
賞
。大
胆
か
つ
緻
密
な
演
技
で
、古
典

は
も
と
よ
り『
国
盗
人
』な
ど
新
し
い
試
み
の
舞

台
で
も
存
在
感
を
見
せ
る
。普
及
公
演
で
の
的

確
な
解
説
に
も
定
評
が
あ
る
。

野
村　

裕
基
（
の
む
ら　

ゆ
う
き
）

1
9
9
9
年
生
。野
村
萬
斎
の
長
男
。祖
父
・
野

村
万
作
及
び
父
に
師
事
。能
楽
協
会
会
員
。3

歳
の
時
に『
靱
猿
』で
初
舞
台
後
、子
方
と
し
て

国
内
外
で
多
数
の
舞
台
に
出
演
。修
業
を
続
け
、

『
三
番
叟
』『
奈
須
与
市
語
』を
披
き
、「
万
作
の

会
」の
若
手
狂
言
師
の
一
人
と
し
て
舞
台
を
勤
め

て
い
る
。

石
田　

淡
朗
（
い
し
だ　

た
ん
ろ
う
）

1
9
8
7
年
生
。石
田
幸
雄
の
長
男
。野
村
萬
斎

に
師
事
。能
楽
協
会
会
員
。3
歳
で
初
舞
台
後
、

狂
言・能
の
舞
台
で
子
方
を
勤
め
る
。英
国
ギ
ル
ド

ホ
ー
ル
音
楽
演
劇
学
校
卒
業
。2
0
2
2
年『
三
番

叟
』を
披
く
。

高
野　

和
憲
（
た
か
の　

か
ず
の
り
）

1
9
7
2
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。国
立
能
楽

堂・能
楽
三
役
第
四
期
研
修
修
了
。能
楽
協
会
会

員
。万
作
一
門
の
研
鑽
会「
狂
言
ざ
んゞ
座
」同
人
。

す
で
に『
奈
須
与
市
語
』『
三
番
叟
』『
釣
狐
』『
花

子
』等
を
披
き
、「
万
作
の
会
」の
演
者
の
一
人
と
し

て
国
内
外
の
狂
言
・
能
公
演
に
出
演
。朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー・新
国
立
劇
場
演
劇
研
修
所
を
は

じ
め
、全
国
各
地
で
の
狂
言
講
座
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

で
講
師
を
勤
め
、狂
言
の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

岡　

聡
史
（
お
か　

さ
と
し
）

1
9
8
0
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。能
楽
協
会

会
員
。文
化
学
院
卒
業
後
、狂
言
の
道
を
志
し
修
業

を
続
け
、こ
れ
ま
で
に「
奈
須
与
市
語
」を
披
く
。全

国
各
地
で
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
講
師
を
務
め
、

狂
言
の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

月
崎　

晴
夫
（
つ
き
ざ
き　

は
る
お
）

1
9
6
4
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。能
楽
協
会

会
員
。万
作
一
門
の
研
鑽
会「
狂
言
ざ
ゞ
ん
座
」同

人
。『
奈
須
与
市
語
』『
三
番
叟
』を
披
き
、「
万
作
の

飯
田　

豪
（
い
い
だ　

ご
う
）

1
9
8
9
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。日
本
大
学

芸
術
学
部
卒
業
。能
楽
協
会
会
員
。す
で
に『
奈

須
与
市
語
』『
三
番
叟
』を
披
く
。
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、全
国
各
地
で
の
狂
言

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
講
師
を
務
め
、狂
言
の
普
及
に

力
を
注
い
で
い
る
。

深
田　

博
治
（
ふ
か
た　

ひ
ろ
は
る
）

1
9
6
7
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。国
立
能

楽
堂・能
楽
三
役
第
四
期
研
修
修
了
。重
要
無
形

文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。万
作
一
門
の
研
鑽

会「
狂
言
ざ
ゞ
ん
座
」同
人
。す
で
に『
奈
須
与
市

語
』『
三
番
叟
』『
釣
狐
』『
花
子
』等
を
披
き
、

「
万
作
の
会
」の
演
者
の
一
人
と
し
て
国
内
外
の

狂
言
・
能
公
演
に
出
演
。朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、全
国
各
地
で
の
狂
言
講
座
、ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
で
講
師
を
勤
め
、狂
言
の
普
及
に
力
を

注
い
で
い
る
。出
身
地
・
大
分
で「
狂
言
や
っ
と
な

会
」を
主
宰
し
て
い
る
。

中
村　

修
一
（
な
か
む
ら　

し
ゅ
う
い
ち
）

1
9
8
9
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。慶
応
義

塾
大
学
法
学
部
卒
業
。能
楽
協
会
会
員
。9
歳

で
入
門
後
、幼
少
よ
り
舞
台
に
立
ち
、『
三
番
叟
』

『
奈
須
与
市
語
』『
釣
狐
』を
披
く
。全
国
各
地
の

狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
講
師
を
勤
め
る
ほ
か
、早

稲
田
大
学
、東
京
女
子
大
学
、共
立
女
子
大
学
の

狂
言
サ
ー
ク
ル
及
び
松
尾
塾
伝
統
芸
能
、庄
内
能

楽
館
で
指
導
し
て
い
る
。

内
藤　

連
（
な
い
と
う　

れ
ん
）

1
9
8
6
年
生
。野
村
万
作
に
師
事
。成
城
大

学
経
済
学
部
卒
業
。国
立
能
楽
堂・能
楽
三
役
第

八
期
研
修
修
了
。能
楽
協
会
会
員
。こ
れ
ま
で
に

『
奈
須
与
市
語
』、『
三
番
叟
』『
釣
狐
』を
披
く
。

全
国
各
地
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
講
師
を
勤

め
る
ほ
か
、東
京
大
学
、お
茶
の
水
女
子
大
学
、成

城
大
学
の
狂
言
サ
ー
ク
ル
及
び
松
尾
塾
伝
統
芸

能
を
指
導
し
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

会
」の
演
者
の
一
人
と
し
て
国
内
外
の
公
演
で
活
躍

し
て
い
る
。ま
た
、朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、全
国
各
地
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
講
師
を
勤
め
る

な
ど
、狂
言
の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。


